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結婚移住女性を対象とした 
読み書き能力の調査研究


1.  教室内での学習経験がない結婚移住女性
の言語習得に関する調査研究 

   日本語教育学会（2008）（2009） 
  　  富谷・内海・斉藤（2009） 

2.  結婚移住女性を対象とした「日本語読み書
き教室」と日本語初期指導の検討 

　　　　  日本語教育学会（2009）     
　　　　　  内海・富谷・山田（2009）
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ひとりでできる領域


しないこと 
　　できないこと


　　　　共同でできる領域


　　　　　　　　　　　　交通機関を利用する 
　　　　　　　　　　　　　市役所で手続きをする　 
　　　　　　　　　　　　　　　確定申告する 
　　　初期日本語学習　　　　学校からの通知を読む 
　　読むこと　　　　　　　　　　　　ことばの意味を調べる 
　書くこと　　　　　　　　　　　　　　　　治療の相談をする 
公共サービス　　　　　　　　　　　　　　　子どもの学校を選ぶ 
　　　の利用　　　　　　　　　　　　　・・・・ 

　　　　　　しないこと 
　　できないこと
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話し言葉の自然習得　「接触とまね」


　日常的な日本語との接触（人）（メディア） 

　　⇒　注意を向ける　 
　　　（日本語の断片を母語の文字でメモする） 

　　⇒　意味・用法を理解する　 
　　　（人に聞く）＝家族・友達･同僚・支援者 

　　　　　　（辞書・教科書で調べる）←特定言語　　 

　　⇒　「適切な状況」の中で使ってみる   
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書き言葉の自然習得


•  漢字圏／非漢字圏　⇒　レディネスの違い！ 
•  非漢字圏出身者の場合 
　　　文字との接触だけでは習得が起こらない 
　　　文字種（漢字・かな・カナ）の識別が不可能 
　　　家族の支援が長続きしない 
　　　適切な辞書が入手できない 
　　　適切な媒介語を用いた教材が入手できない 
　　　現在の状況では自己学習が不可能
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読み書き能力欠如に伴う問題


•  「口コミ」に頼った情報収集（うわさの鵜呑み） 
　　　　⇒　情報弱者になりがち 
•  読み書きを伴わない単純労働 
　（組立・部品検査・運搬・弁当工場・スナック・・） 
•  スキルアップの機会がない 
•  負のスパイラル 
 　身体の酷使（目・手首・腰・精神）　⇒　転職 
　　⇒　深夜労働／低賃金化　⇒　身体の酷使 
　　⇒　転職　・・・・
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読み書き能力欠如に伴う問題


•  署名、住所氏名の記入ができない 
　　「子どもみたいで、はずかしい」 
　　「きれいな字を書きたい」 
　　　　⇒自己肯定感を保持しにくい 

•  子どもの家庭学習のサポートができない 
　　　宿題の管理、学習に必要な教材等の提供  
　　　　⇒「学校」と「社会」の関係に関する 
　　　　　　理解が深まらない 
　　　　⇒子どもの将来について展望が持てない
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読み書き学習の意義


「文字をきれいに書く」ことへのこだわり 
　　　　「文字」 ＝ 社会参加の象徴 

読み書き能力の獲得を強く希求 
日常生活における学習の優先順位は低い 
　　日常会話可　⇒　仕事獲得　⇒　学習中断 
　　優先順位： 仕事 ＞ 家族の行事 ＞ 学習　 

読み書き学習継続のための「保護措置」が必要
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読み書き能力と生活の質


　「コワイから、(薬屋で）薬は買わない」 
（効用・用法・注意書きが読めずに誤飲を経験） 

　「名前をきれいに書いて、日本人に『どうだ！』 
　　って言ってやりたい。」 

　（カラオケに行ったことを話していて） 
　「画面の字が読めたんだよね！」 

　読み書き能力を持つことで生活の質が高まる
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